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選定理由 

 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

現　　状 

ケタガネソウ 
県内の生育地は人里近くの林内に点在し，しばしば群生するが，その

生育範囲は広くない。森林伐採や林道工事などの影響で，生育地の減

少が懸念される。 

 

耶馬渓地区，別府湾沿岸域 

 

 

本州(中～西部)，四国，九州(佐賀・長崎・大分・宮崎・鹿児島) 

朝鮮半島，中国(北部・東北部) 

 

低地の林縁や林内。 

 

常緑広葉樹林内の乾燥した林床に生え，森林伐採で衰退した生育地が

ある。 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Carex ciliato-marginata 
Nakai

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

オニスゲ 
県内の生育地は希で，個体数も少ない。多くは草原の谷沿い渓流辺に
帯状に生育する。草原の開発や池畔の観光開発で消滅した生育地があ
り，絶滅の危険性が高い。 
 
日田低地・丘陵地，玖珠丘陵地・山地，(九重火山群) 
 
 
北海道，本州，四国，九州(福岡・熊本・大分・宮崎・鹿児島) 
朝鮮半島 
 
丘陵地の湿地や水流辺。 
 
 
湿地や水流辺に帯状に分布し，群生するが，生育地の面積は狭い。｢九
重火山群｣の標本や文献記録はあるが，生育地は把握されていない。 
 
文献〔大井次三郎　Cypetaceae Japonicae Ⅱ 京都大学理学部紀要
Ser.B.18(1943)〕 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Carex dickinsii 
Franch. et Savat.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ビロウドスゲ 
県内では主として高原の渓流辺や湿地に群生しているが，生育地一帯
は土地開発が著しく進み，河岸工事なども伴って生育地が減少してお
り，絶滅の危険性が高くなっている。 
 
玖珠丘陵地・山地，九重火山群 

 
 
北海道，本州，九州(熊本・大分・宮崎) 
 
 
低山地の渓流辺や湿地。 
 
 
しばしば群生するが，生育地は分断されていて，いずれも面積は狭い。
集落付近では消滅した生育地が多い。 
 
九州は，分布の南限域にあたる。 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Carex fedia Nees  
subsp. miyabei (Franch.) T. Koyama




